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入居者に楽しんでもらいたい!

食堂をもっと利用してもらいたい!

コミュニティ担当と共同のイベントを企画!

目的

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼コロナ禍で外食する機会が減り、食事の楽しみが薄れていると感じた。そこで生活サービス課コミュニティ担当と、入居者がワクワクするような食事イベントを企画した。▼それが、大阪「ゆうゆうの里」食事総選挙である。



大阪〈ゆうゆうの里〉食事総選挙とは?

好きなメニューを選んでもらう

選ばれた1位メニューは献立に反映

多くの人が参加できる企画

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼大阪〈ゆうゆうの里〉食事総選挙とは、設定したテーマにちなんだメニューを幾つか提示し、その中から好きなメニューを選んでもらう。１位になったメニューは献立へ反映させる。外食と同じように食事の選択肢が増え、それが選ぶ楽しみになるのではないか。結果を待つまでのドキドキ感や、食事として提供されるまでのワクワク感もあり、里の食事に興味を持つきっかっけになると考えた。



方法

テーマを設定

(カレー総選挙・うどん総選挙・

オムライス総選挙・B級グルメ総選挙)

2022年は４回実施

告知方法

３階エレベーターホールにポスター掲示

掲示期間：１週間

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼方法　○○総選挙と題し、これまでに４回実施した。告知は、投票１週間前にポスターを掲示した。



投票場の設置

設置場所

３階エレベーターホール

投票方法

シールを貼って投票

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼3階エレベーターホールに投票場を設置し、選んだメニューにシールを貼って投票する方法を採用した。1位のメニューは献立に反映し、献立提供日は結果発表とともにポスターで掲示した。



倫理的配慮

今回の研究には個人情報などは含まれない

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼今回の研究には個人情報などは含まれていません。



カレー総選挙
投票期間:5月1日～5月5日

献立実施日:6月7日

カレーライス部門

(シーフード・チキン

ビーフ・ポーク)

トッピング部門

(チーズ･ゆで卵・とんかつ

海老フライ・野菜)

→それぞれ１個ずつ投票

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼「カレー総選挙」投票期間5月1日～5日。献立実施日6月７日カレーの種類はシーフードカレー・チキンカレー・ビーフカレー・ポークカレーの4種類。それに加え、トッピングも選んでもらった。



結果 総投票数：69票

１位：ビーフカレー

   ２位：シーフードカレー

１位：とんかつ

   ２位：野菜

カレーライス部門 トッピング部門

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼結果、ビーフカレーが62％を占め1位だった。トッピングは1位がとんかつ、次いで2位が野菜だった。



喫食数 105名カツカレー

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼以上より実施献立は、カツカレーとして提供した。入居者からは「食べごたえがあって、とても満足した」や「次回はキーマカレーも候補にいれてほしい」などの声が聞かれた。



問題点

分かりにくい？

告知不足？

週間献立表

食べ損なった

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼一方で、問題点も挙がった。結果発表のポスターに献立提供日を記載したが、「せっかくのカレーを食べそこなった」との入居者からの声があった。告知不足で分かりにくかったと反省し、次に活かすようにした。



うどん総選挙
投票期間:6月24日～6月30日

献立実施日:7月19日

うどん部門

(讃岐・稲庭・水沢)

トッピング部門

(温泉卵・牛肉しぐれ煮

野菜・すだち・ちくわ天・とろろ

梅干し・大根おろし)

→それぞれ１個ずつ投票

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼うどん総選挙投票期間6月24日～30日、献立実施日7月19日。うどんは日本3大うどん、讃岐・稲庭・水沢の3種類。トッピングも８種類用意し選んでもらった。



結果 総投票数５３票

１位：稲庭うどん

   ２位：讃岐うどん

１位：牛肉しぐれ煮

   ２位：野菜・ちくわ天・温泉卵

うどん部門 トッピング部門

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼結果、1位を獲得したのは、稲庭うどんであった。私たちは「讃岐うどん」を1位と予想していたため、予想に反した結果となった。トッピングは牛肉しぐれ煮が1位を獲得。実施献立は牛肉しぐれ煮・温泉卵・竹輪天・野菜･すだちを用意した。



喫食数94名稲庭うどん

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼入居者には好きなトッピングを５種類中3種類選び、自分だけの稲庭うどんを作ってもらった。「私はどれにしようかな。」と笑顔で選ぶのを楽しんでいた。野菜や温泉卵などのあっさりとしたものを選ばれる方が多く、投票と異なる選択をした方もいた。



食事献立表の改善

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼前回のカレー総選挙で挙がった問題点を改善するため、週間献立表の献立実施日に▼「〇〇総選挙」と記載し、日にちとメニューが一目でわかるようにした。



オムライス総選挙
投票期間:8月27日～9月3日

献立実施日:9月23日

オムライス部門

(玉子できれいに包む「定番オムライス」

半熟卵をのせる「ふわとろオムライス」)

ソース部門

(ケチャップソース・トマトソース

デミグラスソース・ホワイトソース)

→それぞれ１個ずつ投票

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼オムライス総選挙実施期間8月27日～9月3日。献立提供日9月23日。オムライスの中身はチキンライスのみとした。選ぶのは、玉子できれいに包む「昔ながらの定番オムライス」か、半熟の卵をのせる「ふわとろオムライス」かの二択を用意した。ソースはケチャップ・トマトソース・デミグラスソース・ホワイトソース４種類。



結果 総投票数４５票

１位：半熟卵をのせる「ふわとろオムライス」

   ２位：玉子できれいに包んだ「定番オムライス」

１位：デミグラスソース

   ２位：ケチャップソース

オムライス部門 ソース部門

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼結果、半熟の卵をのせる「ふわとろオムライス」が１位。ソースはデミグラスソースだった。私たちは玉子で包んだオムライスにケチャップをかけた「定番オムライス」が１位と予想。これも予想を覆す結果となった。



喫食数9１名デミグラスオムライス

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼通常はハヤシソースの定番ソースだが、今回は本格的にデミグラスソースに赤ワイン・バターなどを入れ、特別感を出し、「いつものデミグラスソース」との差別化をした。「今日のはとっても美味しかった」と喜ばれていた。



B級グルメ総選挙
投票期間:10月1日

献立実施日:10月30日

B級グルメ

 福井県「醤油かつ丼」

愛知県「あんかけスパゲッティ」

静岡県「富士宮焼きそば」

岡山県「デミかつ丼」

沖縄県「タコライス」

→それぞれ１個ずつ投票

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼B級グルメ総選挙実施期間は10月1日でゆうゆう祭の日1日で行った。献立提供日10月30日。B級グルメは、福井県「醤油カツ丼」・愛知県「あんかけスパゲッティ」・静岡県「富士宮焼きそば」・岡山県「デミカツ丼」・沖縄県「タコライス」の5種類。



結果 総投票数６８票

B級グルメ部門

１位：富士宮焼きそば

   ２位：醤油かつ丼

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼結果は、静岡県の富士宮焼きそばが40パーセントで１位となった。



富士宮焼きそば 喫食数88名

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼B級グルメのさきがけとも言える富士宮焼きそばが選ばれたのは納得の結果だった。今回はじめて食べるという入居者が多く、「焼きそばよりコシがあっておいしい」や「やみつきになる味」などの声をいただいた。



考察

16％UP

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼考察食事総選挙で選ばれたメニューは昼食平均食数の80食をすべて上回る食数となり、約16％の増加となった。カレー総選挙では、例年の昼食数の中で最多喫食数となった。



考察2

何に投票しよう？

次のテーマは何かな？

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼今回の取組を通して、入居者自身が献立の選定に参加でき、普段食事を予約しない方も食堂に足を運ぶきっかけになった。 「みんなとワイワイしながらどれに投票するか考えるのが楽しい」 「次のテーマは何？」など、次回の企画を楽しみにする声も多く聞かれた。また１位予想していたメニューが、総選挙では予想と異なる結果になった。自分たちが入居者の好みを決めつけてしまい、先入観を持ってメニューを決めていたことがわかった。この結果を踏まえ、手広く様々なメニューを献立に組み込まなければと感じた。



結論

食数の大幅アップ→×

献立の興味・きっかけ→〇

入居者とのコミュニケーションツール

コミュニティとの連携→幅広い宣伝・予告が可能

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼今回の企画では大幅な食数アップにつながったとはいえない。一方で食堂の献立に興味をもってもらえるきっかけにはなった。企画を通して入居者との会話が増え、コミュニケーションツールの一つとなった。また、コミュニティと協力したことで、幅広く入居者に企画の宣伝・予告をすることができた。



結論

「推しメニュー」
大阪＜ゆうゆうの里＞の

を作っていきたい！

プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
▼今後はこれを継続し、里の推しメニューを作り、入居者の食堂利用数の増加、幅広い献立作成に繋げていきたい。
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